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平成 29 年 10 月 31 日 

株 式 会 社 中 電 工 

平成 30 年 3 月期 第 2四半期決算について 

１．業績概要 

当第 2 四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益・雇用・所得環境など総じて改
善し、景気は緩やかな回復基調で推移しました。

建設業界におきましては、公共投資・民間設備投資とも底堅い動きが続き、受注環境は概ね堅

調に推移しました。

このような状況のもと、当社グループは、中期及び年度経営計画に掲げる①受注の確保・拡大、

②利益の確保・拡大、③活力を生む“人づくり”、④品質の向上、⑤働き方改革推進への諸施策

に取り組んできた結果、当第 2四半期連結累計期間の業績は次のとおりとなりました。
受注高（個別）につきましては、屋内電気工事・配電線工事が減少したものの、空調管工事・

発送変電工事が増加したことにより前年同期を上回りました。

売上高につきましては、空調管工事の増加や前年度の２社の連結子会社化による増加などがあ

ったものの、屋内電気工事・配電線工事の減少などにより前年同期を下回りました。

営業利益につきましては、継続して原価低減に努めましたが、売上高の減少に伴い売上総利益

が減少したことや、上記連結子会社化に伴う費用などの販管費が増加したことにより前年同期を

下回りました。

経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、投資有価証券償還益を計上

したことなどにより前年同期を上回りました。

連結経営成績                   （単位：百万円…未満切捨）

区 分 

前第 2四半期 
連結累計期間 
(28.4.1～  
  28.9.30) 

当第 2四半期 
連結累計期間 
(29.4.1～  
  29.9.30) 

増減額 
増減率 
（％） 

売 上 高 64,624 63,863 △760 △1.2 

営 業 利 益 3,663 3,195 △468 △12.8 

経 常 利 益 4,671 5,261 590 12.6 

親会社株主に帰属
する四半期純利益

3,073 3,888 814 26.5 

個別経営成績                   （単位：百万円…未満切捨）

区 分 

前第 2四半期 
累計期間 

(28.4.1～  
  28.9.30) 

当第 2四半期 
累計期間 

(29.4.1～  
  29.9.30) 

増減額 
増減率 
（％） 

受 注 高 69,844 72,372 2,527 3.6 

売 上 高 58,868 57,162 △1,706 △2.9 

営 業 利 益 3,371 2,875 △495 △14.7 

経 常 利 益 4,410 4,926 516 11.7 

四 半 期 純 利 益 2,974 3,751 777 26.1 
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２．事業の状況（個別） 

個別の部門別、得意先別の売上高は下表のとおりです。 

（１）部門別 売上高 （単位：百万円…未満切捨）

区  分 
前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間 

増減額 
増減率 
（％） (28.4.1～

28.9.30)
構成比
（％） 

(29.4.1～
29.9.30)

構成比
（％） 

屋内電気工事 29,584 50.3 28,685 50.2 △898 △3.0 

空 調 管 工 事 8,993 15.3 9,959 17.4 965 10.7 

情報通信工事 2,327 3.9 2,050 3.6 △277 △11.9 

配 電 線 工 事 15,939 27.1 14,856 26.0 △1,083 △6.8 

発送変電工事 2,022 3.4 1,609 2.8 △413 △20.4 

合 計 58,868 100.0 57,162 100.0 △1,706 △2.9 

（２）得意先別 売上高                          （単位：百万円…未満切捨） 

区  分 
前第 2四半期累計期間 当第 2四半期累計期間 

増減額 
増減率 
（％） (28.4.1～

28.9.30)
構成比
（％） 

(29.4.1～
29.9.30)

構成比
（％） 

中 国 電 力 ㈱ 18,666 31.7 17,259 30.2 △1,407 △7.5 

一 般 得 意 先 40.201 68.3 39,902 69.8 △299 △0.7 

合 計 58,868 100.0 57,162 100.0 △1,706 △2.9 

３．通期の業績予想 
今後の経済見通しにつきましては、引き続き緩やかな回復を続けていくことが期待されますが、
海外経済や金融市場の動向などにより景気が下押しされるリスクがあります。
このような状況のもと、当社グループは、配電線工事の売上高減少が想定されるなか、受注・
売上の確保を図るため、引き続きリニューアル工事の提案営業や都市圏をはじめとする事業拡大
を推進し、受注活動の強化に取り組んでまいります。
また、原価管理を徹底するとともに、業務効率化の推進により労働生産性を向上させ、利
益の確保に取り組んでまいります。
なお、通期の業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績や今後の事業環境

などを踏まえ、平成 29 年 7月 31 日の公表値から下記のとおり修正いたします。

（１）通期連結業績予想 （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 前回予想 今回予想 増減額 
増減率 
（％） 

(参考)
29 年 3月期 
実績 

売 上 高 155,000 153,000 △2,000 △1.3 147,935

営 業 利 益 9,800 8,600 △1,200 △12.2 9,675

経 常 利 益 12,000 11,600 △400 △3.3 11,871

親 会 社株 主に 帰属
す る 当 期 純 利 益

8,000 8,000 － － 9,273

（２）通期個別業績予想 （単位：百万円…未満切捨） 

区 分 前回予想 今回予想 増減額 
増減率 
（％） 

(参考)
29 年 3月期 
実績 

売 上 高 138,000 135,000 △3,000 △2.2 132,512

営 業 利 益 9,100 7,900 △1,200 △13.2 8,931

経 常 利 益 11,200 10,800 △400 △3.6 11,079

当 期 純 利 益 7,700 7,700 － － 9,005

（３）通期個別部門別受注高及び売上高予想 

平成 30 年 3 月期（平成 29年４月１日～平成 30 年３月 31日） （単位：百万円…未満切捨、％）

区 分 
受注高 売上高 

(参考)前回予想

受注高 売上高 

金額 構成比 金額 構成比 金額 金額 

屋 内 電 気 工 事 73,500 51.8 72,000 53.3 73,500 72,100

空 調 管 工 事 26,600 18.7 23,400 17.3 24,500 22,900

情 報 通 信 工 事 7,000 4.9 5,500 4.1 7,000 6,000

配 電 線 工 事 29,400 20.7 29,400 21.8 32,500 32,500

発 送 変 電 工 事 5,500 3.9 4,700 3.5 4,500 4,500

合 計 142,000 100.0 135,000 100.0 142,000 138,000

以  上


